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１１
月月
1166
日日
、、
２２
年年
１１
組組
がが

老老
人人
保保
健健
施施
設設｢｢
みみ
ささ
きき｣｣

をを
訪訪
問問
しし
、、
おお
年年
寄寄
りり
のの

方方
々々
とと
塗塗
りり
絵絵
のの
作作
業業
をを
行行

っっ
たた
。。
総総
合合
的的
なな
学学
習習
のの
時時

間間
のの
一一
環環
。。
２２
年年
生生
がが
一一
クク

ララ
スス
ずず
つつ
訪訪
問問
しし
、、
福福
祉祉
のの

現現
場場
をを
体体
感感
すす
るる
ここ
とと
がが
目目

的的
。。生生

徒徒
たた
ちち
はは
、、
初初
めめ
てて
のの

体体
験験
にに
緊緊
張張
しし
なな
がが
らら
もも
、、

おお
年年
寄寄
りり
のの
方方
にに
寄寄
りり
添添
いい
、、

おお
しし
ゃゃ
べべ
りり
をを
しし
なな
がが
らら
一一

緒緒
にに
塗塗
りり
絵絵
のの
作作
業業
をを
楽楽
しし

んん
だだ
。。
短短
いい
時時
間間
でで
ああ
っっ
たた

がが
、、
おお
別別
れれ
のの
時時
にに
はは
ああ
つつ

いい
握握
手手
をを
交交
わわ
すす
ググ
ルル
ーー
ププ

もも
ああ
りり
、、
親親
しし
くく
活活
動動
すす
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
てて
いい
たた
。。

活活
動動
後後
、、｢｢

最最
初初
、、
どど
のの

よよ
うう
にに
すす
れれ
ばば
いい
いい
のの
かか
わわ

かか
らら
ずず
、、
戸戸
惑惑
っっ
たた｣｣

｢｢

毎毎

週週
行行
きき
たた
いい
くく
らら
いい
楽楽
しし
かか

っっ
たた｣｣

とと
感感
想想
をを
話話
しし
てて
いい

たた
。。

れれ
ぞぞ
れれ
のの
テテ
ーー
ママ
でで
６６
つつ
のの

班班
にに
分分
かか
れれ
てて
１１
年年
間間
研研
究究
。。

そそ
のの
成成
果果
をを
レレ
ポポ
ーー
トト
にに
まま

とと
めめ
各各
班班
のの
代代
表表
がが
発発
表表
しし

たた
。。調調

査査
研研
究究
制制
作作
のの
テテ
ーー
ママ

はは
▽▽
ＡＡ
音音
楽楽
・・
書書
道道((

５５
名名))

▽▽
ＢＢ
美美
術術((

８８
名名))

▽▽
ＣＣ
家家

庭庭((

９９
名名))

▽▽
ＤＤ
家家
庭庭
・・
社社

会会
・・
福福
祉祉((

９９
名名))

▽▽
ＥＥ
体体

育育((

1111
名名))

▽▽
ＦＦ
情情
報報
・・
心心

理理
学学
・・
理理
科科
・・
進進
路路

((

2200

名名))
。。発発表表

はは
、、
ＡＡ｢｢

書書
をを
通通
しし

てて
くく
らら
しし
にに
彩彩
りり
をを｣｣

３３
組組

前前
川川
有有
紀紀
ささ
んん
、、
ＢＢ｢｢

無無
彩彩

色色
にに
つつ
いい
てて｣｣
２２
組組
廣廣
田田
明明

日日
香香
ささ
んん((

２２
組組
石石
倉倉
多多
希希

子子
ささ
んん
代代
読読))

、、
ＣＣ

｢｢
アア
レレ

ルル
ギギ
ーー
をを
誘誘
発発
しし
やや
すす
いい
食食

べべ
物物
にに
つつ
いい
てて｣｣

１１
組組
渡渡
里里

沙沙
紀紀
ささ
んん
、、
ＤＤ｢｢

スス
イイ
ーー
ツツ

にに
つつ
いい
てて｣｣

３３
組組
津津
呂呂
玲玲
那那

ささ
んん
、、
４４
組組
木木
下下
ああ
いい
ささ
んん
、、

４４
組組
田田
中中
美美
咲咲
ささ
んん
、、
ＥＥ

｢｢
足足
のの
ケケ
ガガ
のの
応応
急急
処処
置置
にに

つつ
いい
てて｣｣

４４
組組
鈴鈴
木木
麻麻
衣衣
ささ

んん
、、
ＦＦ｢｢
ブブ
ララ
イイ
ダダ
ルル
にに
つつ

いい
てて｣｣

４４
組組
山山
路路
はは
るる
かか
ささ

んん
がが
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
行行
っっ
たた
。。

今今
年年
度度
はは
、、
台台
風風
1122
号号
のの

影影
響響
でで
授授
業業
時時
間間
もも
少少
なな
くく
、、

各各
班班
でで
のの
発発
表表
とと
２２
階階
渡渡
りり

ロロ
ーー
カカ
へへ
のの
レレ
ポポ
ーー
トト
・・
作作

品品
のの
展展
示示
はは
でで
きき
なな
かか
っっ
たた

がが
、、
調調
査査
研研
究究
制制
作作
以以
外外
のの

生生
徒徒
もも
全全
員員
発発
表表
をを
聞聞
きき
、、

書書
道道
、、
美美
術術
のの
分分
野野
のの
発発
表表

時時
にに
はは
、、
制制
作作
しし
たた
作作
品品
をを

各各
自自
がが
持持
ちち
披披
露露
しし
たた
。。
まま

たた
、、
研研
究究
のの
成成
果果
をを
まま
とと
めめ

たた
レレ
ポポ
ーー
トト
をを
たた
だだ
読読
むむ
だだ

けけ
でで
はは
なな
くく
、、
パパ
ワワ
ーー
ポポ
イイ

ンン
トト
をを
使使
っっ
てて
発発
表表
しし
たた
班班

もも
３３
組組
ああ
りり
、、
視視
覚覚
的的
にに
もも

わわ
かか
りり
やや
すす
いい
発発
表表
とと
なな
りり
、、

研研
究究
のの
成成
果果
がが
よよ
りり
一一
層層
わわ

かか
るる
発発
表表
会会
とと
なな
っっ
たた
。。

１１
月月
1111
日日
５５
限限
目目
にに
キキ
ャャ

リリ
アア
実実
習習
室室
でで
、、
３３
年年
生生

｢｢

総総
合合
的的
なな
学学
習習
のの
時時
間間｣｣

のの
学学
年年
全全
体体
のの
研研
究究
発発
表表
会会

をを
実実
施施
しし
たた
。。
毎毎
年年
行行
わわ
れれ

てて
いい
るる
もも
のの
でで
、、
総総
学学
のの
授授

業業
のの
うう
ちち
調調
査査
研研
究究
制制
作作
をを

選選
択択
しし
たた
生生
徒徒
6622
名名
がが
、、
そそ

１１
月月
５５
日日
のの
始始
業業
式式
のの
朝朝

かか
らら
1100
日日
まま
でで
のの
３３
日日
間間
、、

育育
友友
会会
のの
協協
力力
をを
得得
てて
、、
全全

教教
員員
でで
登登
下下
校校
指指
導導
をを
実実
施施

しし
たた
。。
登登
校校
時時
はは
ＪＪ
ＲＲ
紀紀
伊伊

佐佐
野野
駅駅
、、
通通
学学
路路
、、
校校
門門
にに

午午
前前
７７
時時
5500
分分
〜〜
８８
時時
3355
分分

まま
でで
、、
下下
校校
時時
はは
ナナ
カカ
ミミ
チチ

前前
、、
ロロ
ーー
ソソ
ンン
前前
、、
佐佐
野野
駅駅

にに
午午
後後
３３
時時
台台
とと
５５
時時
台台
のの

電電
車車
時時
間間
にに
合合
わわ
せせ
てて
行行
っっ

たた
。。登登

下下
校校
時時
のの
ママ
ナナ
ーー
、、
モモ

ララ
ルル
のの
向向
上上
とと
、、
交交
通通
ママ

ナナ
ーー
のの
遵遵
守守
をを
目目
的的
にに
、、
毎毎

月月
１１
回回
実実
施施
しし
てて
いい
るる
もも
のの

でで
、、
今今
回回
はは
厳厳
しし
いい
寒寒
ささ
のの

中中
でで
延延
べべ
1122
名名
のの
保保
護護
者者
のの

皆皆
ささ
んん
がが
協協
力力
。。｢｢

ママ
ナナ
ーー

アア
ッッ
ププ
新新
翔翔｣｣

のの
のの
ぼぼ
りり
をを

立立
てて
、、
腕腕
章章
をを
着着
用用
しし
てて
、、

生生
徒徒
一一
人人
一一
人人
にに
声声
をを
掛掛
けけ

たた
。。担担

当当
のの
先先
生生
にに
よよ
るる
ココ
メメ

ンン
トト
はは
次次
のの
とと
おお
りり
。。

｢｢

ここ
のの
３３
日日
間間
でで
、、
早早
くく

気気
持持
ちち
をを
切切
りり
替替
ええ
、、
３３
年年

生生
はは
学学
年年
末末
考考
査査
、、
卒卒
業業
式式

にに
向向
けけ
最最
後後
まま
でで
気気
持持
ちち
をを

緩緩
めめ
るる
ここ
とと
なな
くく
、、
自自
覚覚
ああ

るる
行行
動動
をを
心心
掛掛
けけ
てて
ほほ
しし

いい
。。
まま
たた
、、
１１
・・
２２
年年
生生
もも

大大
きき
なな
学学
校校
行行
事事
もも
ああ
りり
、、

基基
本本
的的
生生
活活
習習
慣慣
やや
服服
装装
・・

頭頭
髪髪
かか
らら
自自
らら
のの
行行
動動
をを
見見

直直
しし
、、
行行
事事
にに
臨臨
みみ
、、
最最
後後

のの
学学
年年
末末
考考
査査
でで
満満
足足
のの
いい

くく
結結
果果
がが
残残
せせ
るる
よよ
うう
、、
学学

校校
生生
活活
にに
取取
りり
組組
んん
でで
もも
らら

いい
たた
いい｣｣

。。

りり
組組
みみ
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
一一

年年
生生
はは
月月
末末
にに
ああ
るる
イイ
ンン

タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
をを
通通
じじ
てて
自自

分分
にに
はは
何何
がが
でで
きき
るる
のの
かか
をを

考考
ええ
、、
自自
分分
のの
適適
性性
をを
探探
そそ

うう｣｣

とと
、、
各各
学学
年年
にに
今今
学学
期期

かか
らら
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて

呼呼
びび
かか
けけ
たた
。。

式式
のの
後後
、、
生生
徒徒
指指
導導
部部
かか

らら
ここ
れれ
かか
らら
のの
生生
活活
にに
つつ
いい

てて
のの
オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

がが
行行
わわ
れれ
、、
新新
年年
、、
気気
持持
ちち

をを
切切
りり
替替
ええ
てて
残残
りり
のの
学学
校校

生生
活活
をを
送送
るる
よよ
うう
にに
注注
意意
喚喚

起起
しし
たた
。。

そそ
しし
てて｢｢

３３
年年
生生
はは
高高
校校

生生
活活
もも
残残
りり
ああ
とと
わわ
ずず
かか
。。

学学
年年
末末
考考
査査
もも
、、
もも
うう
すす
ぐぐ

控控
ええ
てて
おお
りり
悔悔
いい
のの
残残
らら
なな

いい
よよ
うう
にに
頑頑
張張
っっ
てて
ほほ
しし
いい
。。

２２
年年
生生
にに
とと
っっ
てて
、、
今今
年年
はは

進進
路路
にに
かか
かか
わわ
るる
大大
事事
なな
年年
。。

未未
だだ
就就
職職
難難
がが
続続
いい
てて
いい
るる

ここ
とと
をを
頭頭
にに
入入
れれ
自自
覚覚
しし
取取
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英英
語語
科科
のの
横横
嶋嶋
希希
和和
でで

すす
。。
進進
路路
指指
導導
部部
、、
１１
学学

年年
のの
担担
任任
をを
しし
てて
いい
まま

すす
。。
担担
任任
をを
しし
てて
いい
るる

とと
、、
一一
人人
一一
人人
のの｢｢

持持
ちち

味味｣｣

をを
生生
かか
しし
たた

｢｢

役役

割割｣｣

がが
徐徐
々々
にに
見見
ええ
てて
くく

るる
のの
がが
、、
楽楽
しし
みみ
のの
一一
つつ

でで
すす
。。
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ

やや
特特
技技
をを
発発
揮揮
しし
始始
めめ
るる

人人
、、
言言
葉葉
数数
はは
少少
なな
くく
てて

もも
そそ
っっ
とと
手手
助助
けけ
をを
しし
てて

くく
れれ
るる
人人
、、
雰雰
囲囲
気気
をを
和和

まま
せせ
てて
くく
れれ
るる
人人
。。
体体
育育

祭祭
やや
文文
化化
祭祭
でで
、、
各各
自自
のの

｢｢

持持
ちち
味味｣｣

がが
うう
まま
くく
ブブ

レレ
ンン
ドド
ささ
れれ
てて
、、
一一
つつ
にに

なな
るる
瞬瞬
間間
をを
感感
じじ
るる
とと
、、

嬉嬉
しし
くく
なな
りり
まま
すす
。。
自自
分分

のの｢｢

持持
ちち
味味｣｣

をを
生生
かか
しし

たた
、、｢｢

役役
割割｣｣

がが
必必
ずず
ああ

りり
まま
すす
。。
そそ
のの｢｢

役役
割割｣｣

にに
必必
要要
なな｢｢

才才
能能｣｣

をを
、、

自自
分分
のの
中中
かか
らら
掘掘
りり
起起
ここ

しし
てて
磨磨
くく
道道
具具
がが
、、
勉勉
強強

やや
スス
ポポ
ーー
ツツ
、、
そそ
しし
てて

様様
々々
なな
環環
境境
でで
のの
人人
間間
関関

係係
でで
ああ
るる
とと
思思
ええ
まま
すす
。。

英英
語語
ⅠⅠ
のの
教教
科科
書書
にに
、、

｢｢

才才
能能｣｣

がが
、、
��
ｇｇ
ｉｉ
ｆｆ

ｔｔ
��
とと
表表
すす
とと
ああ
りり
まま

すす
。。
��
ｇｇ
ｉｉ
ｆｆ
ｔｔ
��
がが

｢｢

贈贈
りり
物物｣｣

とと
いい
うう
意意
味味

かか
らら
でで
すす
。。｢｢

受受
けけ
るる
よよ

りり
、、
与与
ええ
るる
方方
がが
幸幸
いい
でで

ああ
るる
。。｣｣

とと
いい
うう
言言
葉葉
がが

ああ
るる
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
のの
贈贈

りり
物物
でで
ああ
るる
才才
能能
はは
、、
誰誰

かか
のの
たた
めめ
にに
使使
っっ
てて
、、
自自

分分
もも
周周
りり
もも
幸幸
せせ
にに
なな
るる

たた
めめ
にに
与与
ええ
らら
れれ
たた
もも
のの

だだ
とと
思思
ええ
まま
すす
。。
私私
自自
身身

はは
、、
職職
場場
にに
おお
いい
てて
もも
、、

家家
庭庭
でで
のの
子子
育育
てて
にに
おお
いい

てて
もも
、、
日日
々々
反反
省省
、、
訓訓
練練

中中
でで
、、
与与
ええ
てて
もも
らら
っっ
てて

ばば
かか
りり
のの
毎毎
日日
。。
周周
りり
のの

先先
生生
方方
やや
家家
族族
のの
、、｢｢

役役

割割｣｣

にに
たた
くく
ささ
んん
支支
ええ
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
私私
もも
、、
生生

徒徒
のの
みみ
なな
ささ
んん
とと
、、
与与
ええ

るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう

にに
、、
成成
長長
しし
てて
いい
きき
たた
いい

とと
思思
うう
日日
々々
でで
すす
。。

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

茶茶
道道
部部
はは
毎毎
週週
水水
曜曜
日日

のの
放放
課課
後後
、、
本本
館館
３３
階階
のの

礼礼
法法
室室
でで
活活
動動
しし
てて
いい
まま

すす
。。
３３
年年
生生
がが
昨昨
年年
のの
文文

化化
祭祭
でで
引引
退退
しし
、、
現現
在在
部部

員員
はは
２２
年年
生生
４４
名名
、、
１１
年年

生生
1100
人人
のの
計計
1144
人人
でで
、、
阪阪

口口
朝朝
子子
先先
生生
にに
指指
導導
をを
しし

てて
いい
たた
だだ
いい
てて
いい
まま
すす
。。

全全
部部
員員
、、
入入
部部
当当
初初
はは
茶茶

道道
未未
経経
験験
者者
でで
しし
たた
がが
、、

稽稽
古古
をを
積積
みみ
重重
ねね
るる
ここ
とと

にに
よよ
っっ
てて
、、
２２
、、
３３
年年
生生

にに
なな
っっ
たた
とと
きき
にに
はは
文文
化化

祭祭
でで
御御
点点
前前
をを
披披
露露
でで
きき

るる
ほほ
どど
上上
達達
しし
てて
いい
まま

すす
。。
４４
月月
、、
挨挨
拶拶
のの
仕仕
方方

をを
教教
わわ
りり
、、
おお
抹抹
茶茶
をを
飲飲

むむ
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
１１
年年
生生
もも

袱袱
紗紗
ささ
ばば
きき
にに
よよ
うう
やや
くく

慣慣
れれ
、、
最最
近近
はは
御御
点点
前前
をを

少少
しし
ずず
つつ
習習
いい
始始
めめ
てて
いい

るる
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。
部部
員員
たた

ちち
はは
心心
地地
よよ
いい
緊緊
張張
感感
のの

なな
かか
、、
茶茶
道道
をを
楽楽
しし
んん
でで

いい
まま
すす
。。
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１１
月月
５５
日日
、、
本本
校校
体体
育育
館館
でで
３３
学学
期期
始始
業業
式式
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
七七
瀧瀧
高高
至至
校校
長長
はは
式式
辞辞
でで
、、

目目
標標
をを
持持
つつ
ここ
とと
のの
大大
切切
ささ
をを
述述
べべ
たた
。。
メメ
ジジ
ャャ
ーー
リリ
ーー
ググ
でで
活活
躍躍
しし
てて
いい
るる
イイ
チチ
ロロ
ーー
選選

手手
をを
例例
にに
挙挙
げげ
、、｢｢

『『
ああ
きき
らら
めめ
ずず
挑挑
戦戦
しし
続続
けけ
るる
ここ
とと』』

『『

努努
力力
をを
しし
続続
けけ
るる
ここ
とと』』

がが
ここ

れれ
かか
らら
のの
人人
生生
でで
必必
要要
にに
なな
っっ
てて
くく
るる
。。
最最
近近
はは
目目
標標
をを
持持
たた
なな
いい
人人
がが
多多
くく
なな
っっ
てて
きき
たた
。。

将将
来来
をを
考考
ええ
るる
なな
らら
皆皆
ささ
んん
にに
はは
早早
くく
ここ
のの
一一
年年
のの
目目
標標
をを
持持
っっ
てて
ほほ
しし
いい｣｣

とと
激激
励励
しし
たた
。。
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▽▽販販売売職職 会会議議室室 ドドココモモシショョッッププ新新
宮宮店店店店長長・・北北泰泰宏宏先先生生
販販売売職職にに興興味味をを持持つつ

生生徒徒4411名名ががドドココモモシショョ
ッッププ新新宮宮店店店店長長北北泰泰宏宏
先先生生のの話話をを伺伺っったた｡｡ ７７
つつののググルルーーププにに分分かかれれ
てて ｢｢仕仕事事をを始始めめたたききっっ
かかけけはは｣｣ ｢｢接接客客業業でで気気ををつつけけてていいるるこことと
はは｣｣ ななどどのの質質問問をを考考ええ､､ 答答ええててももららいいまま
ししたた｡｡ 後後半半はは､､ ここれれままでで経経験験さされれたたこことと
をを通通しし感感じじたたここととをを話話さされれ､､ ｢｢自自分分がが本本
当当ににななりりたたいいももののををよよくく考考ええるるこことと｣｣､､
｢｢ビビジジネネススママナナーーをを身身にに付付けけてておおくくこことと｡｡
始始業業のの1155分分前前ににはは準準備備ををすするるこことと､､ 早早いい
人人でではは3300分分前前にに準準備備ししてていいるる｣｣ ｢｢ああいいささ
つつはは上上下下関関係係ななくく気気づづいいたた方方かからら｣｣ ｢｢報報
告告すするるととききはは結結論論かからら｡｡ そそううすすれればば相相手手
にに伝伝わわりりややすすいい｣｣ ｢｢自自分分のの意意見見をを持持ちち､､
相相手手にに伝伝ええらられれるるここととがが大大事事｣｣ ななどど､､ 社社
会会人人ととししててのの心心構構ええににととどどままららずず､､ ここれれ
かからら進進路路をを選選択択､､ 決決定定ししてていいくく生生徒徒達達にに
ととっってて指指針針ととななるる助助言言ををたたくくささんんいいたただだ
ききままししたた｡｡

▽▽新新宮宮でで活活躍躍中中のの本本校校先先輩輩のの美美容容師師
｢｢bbooyy eexxtt｣｣ のの店店長長・・竹竹中中博博行行先先生生､､ ｢｢アアメメ
イイロロ｣｣ のの店店長長・・楠楠本本恭恭一一先先生生
二二人人にに来来てていい

たただだきき､､ 有有意意義義
なな時時間間をを持持ててたた｡｡
竹竹中中先先生生かかららはは､､
美美容容師師ににななるる２２
つつのの方方法法､､ 美美容容
師師のの専専門門学学校校にに
進進むむかか､､ ああるるいい
ははおお店店にに就就職職ししてて働働ききななががらら通通信信でで免免許許
ををととるるかかとといいうう具具体体的的なな説説明明ももあありりまましし
たた｡｡ 後後はは２２つつののググルルーーププにに分分かかれれててププロロ
がが実実際際使使っってていいるるははささみみ､､ 櫛櫛ななどどをを触触らら
せせててももららいい､､ 人人形形をを使使っっててカカーールルののつつけけ
かかたた､､ 髪髪をを真真っっ直直ぐぐににすするる方方法法をを順順番番にに
ささせせててももららっったた｡｡ 自自分分がが髪髪ををカカッットトししてて
ももららっってていいるるととききはは美美容容師師ささんんのの手手のの動動
ききななどど分分かかりりまませせんんがが､､ 今今回回よよくく分分かかりり
ままししたた｡｡

▽▽一一級級建建築築士士・・城城将将
充充先先生生
城城一一級級建建築築士士事事務務所所

のの城城将将充充先先生生はは､､ 大大学学
をを卒卒業業後後､､ 建建築築のの仕仕事事
ににずずっっとと携携わわっっててききたた｡｡

ままたた､､ ここれれままででにに設設計計さされれたた建建築築物物のの中中
ににはは､､ 本本校校ののププーールルももああるるそそううでですす｡｡ 家家
はは110000をを越越ええるる業業種種のの人人たたちちがが関関わわっってて
建建ててらられれるるここととかからら､､ 建建築築業業はは人人ととのの関関
わわりりがが大大切切でで､､ 建建ててよよううととすするる人人のの生生活活
やや趣趣味味､､ 色色のの好好みみ等等ままでで聞聞いいてて設設計計ししなな
けけれればばななららなないいこことと｡｡ 以以前前構構造造設設計計にに関関
すするる建建築築士士のの事事件件ももあありり､､ 新新たたなな資資格格にに
構構造造設設計計一一級級建建築築士士がが創創設設さされれ､､ 建建築築基基
準準法法はは年年々々厳厳ししくくななっってていいるるここととななどどをを
紹紹介介｡｡ 自自分分自自身身がが様様々々ななここととにに対対ししてて勉勉
強強がが必必要要ででああるるここととをを強強調調しし､､ 建建築築のの仕仕
事事はは奥奥がが深深いいとと語語っったた｡｡

▽▽製製造造職職 たたぬぬききやや・・
平平見見一一雄雄先先生生
明明治治4433年年創創業業ののううどどんん

屋屋 ｢｢たたぬぬききやや｣｣ かからら､､ 現現
在在４４代代目目ののごご主主人人ででああるる
平平見見一一雄雄先先生生はは､､ 幼幼いい頃頃
かからら父父やや祖祖父父のの働働くく姿姿をを
見見てて育育ちち､､ そそのの中中でで感感性性やや技技術術をを習習得得しし
てていいっったた｡｡ 上上下下関関係係がが厳厳ししいいとといいわわれれるる
調調理理のの世世界界でで､､ 働働きき出出ししてて3333年年ににななるる｡｡
講講演演でではは､､ 先先生生のの経経験験かからら学学んんだだここととがが
中中心心でで､､ 生生徒徒たたちちももメメモモををたたくくささんん取取っっ
てていいたた｡｡ 例例ええばば､､ 客客商商売売でではは､､ おお客客様様とと
会会話話ががででききるるよようう､､ 薄薄くく広広くくででよよいいかからら

教教養養をを身身ににつつけけるるここととがが大大事事ででああるるこことと
やや､､ 人人間間はは一一人人でではは何何ももででききなないいののたためめ､､
｢｢ここのの人人｣｣ とと思思うう人人ににはは連連絡絡ををととっってておお
くくとと､､ いいつつかかききっっとと助助けけててくくれれるるとといいうう
ここととななどど､､ 分分かかりりややすすいい言言葉葉ででたたくくささんん
ののアアドドババイイススををししててももららっったた｡｡ 正正社社員員とと
ししてて就就職職すするる前前にに､､ 働働くくとといいうう経経験験ををたた
くくささんん積積むむここととでで､､ 修修正正ををししななががらら自自分分
のの職職業業決決定定ににつつななげげてて欲欲ししいいとと締締めめくくくく
っったた｡｡

▽▽保保育育士士 新新宮宮市市立立大大浜浜保保育育所所所所長長・・
畦畦越越美美穂穂先先生生
畦畦越越美美穂穂先先

生生はは､､ ままずず､､
『『ははららぺぺここああおお
むむしし』』 のの紙紙芝芝
居居かからら始始めめまま
ししたた｡｡ 生生徒徒はは､､
園園児児にに戻戻っったた
よよううにに紙紙芝芝居居
をを観観賞賞｡｡ 食食べべ
物物はは何何かか､､ 何何個個ああるるののかかをを考考ええるるここととがが
発発達達のの助助けけににななるるそそううでですす｡｡ 次次にに紙紙皿皿とと
色色紙紙､､ 糊糊をを使使っったた 『『ててんんととううむむししののフフリリ
ススビビーー作作りり』』 をを体体験験｡｡ 材材料料一一つつででいいろろんん
なな遊遊びびにに発発展展すするるここととをを学学びびままししたた｡｡ 保保
育育士士はは､､ 子子どどももをを育育ててるるとといいうう責責任任ののああ

るる仕仕事事でで､､ 個個々々をを尊尊重重ししななけけれればばいいけけまま
せせんん｡｡ 子子どどもものの成成長長をを実実感感ででききるるこことと､､
子子どどもものの感感情情ががダダイイレレククトトにに返返っっててくくるる
ここととがが保保育育士士のの魅魅力力ででああるるとと話話さされれ､､ まま
たた､､ 仕仕事事内内容容やや生生活活習習慣慣のの大大切切ささ､､ 保保育育
士士ににななるるたためめのの資資格格ににつついいててもも聞聞くくこことと
ががででききままししたた｡｡

▽▽消消防防士士 新新宮宮消消防防署署・・佐佐藤藤春春樹樹先先生生
公公務務員員ととししててのの責責任任やや消消防防

士士のの服服務務ににつついいてて､､ 地地方方公公務務
員員法法やや消消防防法法及及びび消消防防組組織織法法
ななどどでで定定めめらられれてていいるるここととをを
紹紹介介｡｡ ままたた､､ 救救命命救救助助ににはは
日日々々のの訓訓練練のの積積みみ重重ねねやや継継続続､､
ししっっかかりりととししたた知知識識がが必必要要でで
ああるるとと語語りり､､ ９９名名のの男男子子生生徒徒はは内内容容ののメメ
モモをを取取っってていいままししたた｡｡ 生生徒徒かからら ｢｢火火事事なな
どどががなないい時時間間ははどどうう過過ごごししてていいるるののかか｣｣
｢｢消消火火活活動動でで身身ににつつけけるる防防護護服服のの重重ささはは
どどののくくららいいああるるののかか｣｣ ななどどのの質質問問ががあありり､､
佐佐藤藤先先生生はは熱熱心心にに答答ええててくくれれままししたた｡｡ 後後
半半はは､､ 生生徒徒のの一一人人がが直直にに酸酸素素ボボンンベベをを背背
負負いいママススククををつつけけささせせててももららいいままししたた｡｡
生生徒徒はは2200㌔㌔㌘㌘近近くくああるる酸酸素素ボボンンベベをを背背負負
いい消消火火活活動動ににああたたるる消消防防士士のの姿姿ををイイメメーー
ジジしし､､ そそのの過過酷酷ささとと使使命命感感をを少少ししででもも感感
じじ取取るるここととががででききままししたた｡｡
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